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1 抽抽抽象象象

障害子音は、エネルギー差プロファイルによって検出できます。このプ
ロジェクトでは、3つのタイプのランドマーク、[閉鎖を停止]、[解放を停
止]、[摩擦摩擦閉鎖]を検出するための栄光を調査します。 その結果、ストッ
プの閉鎖と解放の全体的な検出率は、TIMITの目立たないランドマークで
56.3％ と 66.7％ になり、摩擦音はそれぞれ 76.3％ と 79.2％ になります。

2 音音音響響響パパパラララメメメーーータタタ

学音提案する改良法で使用されるパラメーターは、RMSエネルギー、帯
域RMSエネルギー、スペクトル重心、有声確率として指定されます[9, 8, 7,
4, 6, 1, 3, 5, 2]. Additional parameters are applied to solve the problems in the
previous landmark detection algorithm.
以前のランドマーク検出アルゴリズムの問題を解決するために、追加のパ

ラメーターが適用されます。
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